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太良町議会だより134号　平成26年10月23日 （2）

９月  定 例 会
会期９月５日～ 12日（８日間）

一般会計の主な補正

♦平成26年8月臨時会（第2回）

♦国補助金
　社会保障・税番号制度システム整備費補助金
♦県補助金
　さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業費補助金
♦財産収入
　不動産売払収入（野崎分譲地2区画）
♦特別会計繰入金
　後期高齢者医療特別会計繰入金
　国民健康保険特別会計繰入金
　漁業集落排水特別会計繰入金
♦基金繰入金
　財政調整基金繰入金
　減債基金繰入金
　公共施設整備基金繰入金
♦繰越金
　前年度繰越金
♦雑入
　建物災害共済金
♦起債
　臨時財政対策債

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・725万9千円
　

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・960万円
　　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・625万3千円
　

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・410万2千円
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,604万8千円
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・699万6千円

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△1億2,265万5千円
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△3,088万8千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・△4,800万円

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億55万4千円

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,880万7千円

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,039万3千円

♦ケーブルテレビ施設整備事業（イントラネット施設移設工事他）
♦下水道等事業基金費積立金（基金積立金）
♦補装具費支給事業費（義手作成に伴う扶助費）
♦さがの米・麦・大豆競争力強化対策事業費補助金
　（ライスセンター更新補助）
♦農地基盤整備事業費補助金（整備事業の件数増加のため）
♦消防施設整備費補助金
　喰場地区防火水槽新設補助
　油津地区ホース乾燥台改修補助
　端古賀地区防火水槽有蓋改修補助
♦幼稚園就園奨励費補助金（幼稚園の園児増のため）

◎平成26年度太良町一般会計補正予算（第2号）
　学校給食センター改築工事設計業務委託料　530万円の増額補正
　歳入歳出総額　50億69万4千円

・・・・・180万円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・699万7千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・196万6千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・1,248万円

・・・・・・・・・・2,500万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・158万9千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16万2千円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・110万1千円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・196万円

一般会計の補正予算総額　1,813万7千円

歳

　
　入

歳

　
　出



太良町議会だより 134号　平成26年10月23日（3）

結　　果件　　名議案番号 内　　　容

報　告平成25年度太良町一般会計継
続費精算書報告について

多良中学校屋内運動場・武道場増改築事業（平成24
年度・平成25年度事業）の完了に伴う精算報告

可決 全員
賛成

26年9月定例会議決結果
9月定例会は、報告2件、決算認定8件、事件議案7件、補正予算7件、人事案件1件の計25件が町長より、ま
た、請願1件、意見書6件が議会より提案され、議決結果は次のとおりです。

報 告
第3号

報　告平成25年度太良町財政健全化判断比
率及び資金不足比率の報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく報告
全会計とも健全

報 告
第4号

太良町特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の制定について

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用
定員や運営に関する基準等を定めるための条例制定第48号

可決 全員
賛成

太良町家庭的保育事業等の設
備及び運営に関する基準を定
める条例の制定について

家庭的な雰囲気のもとで少人数を対象に実施する
「家庭的保育事業」等の設備や衛生管理などの事業
に関する基準等を定めるための条例制定

第49号

可決 全員
賛成

太良町放課後児童健全育成事業
の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

放課後児童支援員の資格要件や支援員配置基準、児
童１人あたりの面積の基準等を定めるための条例
制定

第50号

可決 全員
賛成

太良町母子家庭等医療費の助
成に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

母子及び寡婦福祉法の一部改正に伴う条例改正
条文中の字句等の改正第51号

可決 全員
賛成

太良町適正就学指導委員会条
例の一部を改正する条例の制
定について

学校教育法施行令の一部改正に伴う条例改正
題名変更等　
改正後　太良町教育支援委員会条例

第52号

可決 全員
賛成

太良町学校体育館等使用条例
の一部を改正する条例の制定
について

多良中学校体育館完成に伴う多良小中学校体育館
の名称変更
変更後　多良小学校体育館

第53号

可決 全員
賛成財産の取得について 学校用電子黒板７台の購入

購入金額　　　　　　　　　　　　801万3千600円第54号

可決 全員
賛成

平成25年度太良町一般会計歳
入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第55号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町山林特別会計
歳入歳出決算の認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第56号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第57号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町国民健康保
険特別会計歳入歳出決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第58号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町漁業集落排
水特別会計歳入歳出決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第59号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町簡易水道特
別会計歳入歳出決算の認定に
ついて

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第60号
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町水道事業会
計剰余金の処分及び決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第61号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度町立太良病院事業
会計剰余金の処分及び決算の
認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第62号

同意 全員
賛成

人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

中島康子さんを人権擁護委員として法務大臣に推
薦することを同意

諮 問
第3号

可決 全員
賛成

軽度外傷性脳損傷に関わる周
知及び労災認定基準の改正な
どを求める意見書の提出

１.業務上の災害または通勤災害により軽度外傷性脳
　損傷となり働けない場合、労災の障害（補償）年金
　が受給できるよう、労災認定基準を改正すること。
２.労災認定基準の改正に当たっては、他覚的・体系
　的な神経学的検査法など、画像に代わる外傷性脳
　損傷の判定方法を導入すること。
３.軽度外傷性脳損傷について、国民をはじめ教育機
　関への啓発・周知を図ること。
以上3項目を国の関係機関へ太良町議会として意見
書を提出

意見書
第５号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町水道事業会
計補正予算（第2号）について

配水管仮設工事に伴う101万5千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　8,311万5千円第69号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町簡易水道特別
会計補正予算（第2号）について

前年度の剰余金確定に伴う110万4千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　1億110万4千円第68号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町国民健康保険特
別会計補正予算(第1号）について

一般会計への繰出金等に伴う7,502万1千円の増額補正
歳入歳出総額　　  　　　　　　　18億602万1千円第66号

可決 全員
賛成

平26年度太良町漁業集落排水特
別会計補正予算(第2号）について

一般会計への繰出金に伴う699万6千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　6,999万6千円第67号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町後期高齢者医療
特別会計補正予算(第1号）について

一般会計への繰出金に伴う410万2千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　１億2,910万2千円第65号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町山林特別会
計補正予算(第2号）について

前年度剰余金の基金積立等に伴う665万5千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　7,877万7千円第64号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町一般会計補
正予算（第3号）について

消防施設整備事業補助金等　1,813万7千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　50億1,883万1千円第63号

可決 賛成
多数

農業・農業協同組合改革に関す
る意見書の提出

政府が農林水産業・地域の活力創造プランで農協改
革を行うように決定しているが、改革については農
家、組合員、組織の総意に基づく自己改革を尊重す
るよう国の関係機関へ太良町議会として意見書を
提出

意見書
第４号

採択 賛成
多数農業・農協改革に関する請願書

政府が農林水産業・地域の活力創造プランで農協改
革を行うように決定しているが、改革については農
家、組合員、組織の総意に基づく自己改革を尊重す
るよう国の関係機関へ意見書の提出をお願いする
請願

請 願
第2号
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結　　果件　　名議案番号 内　　　容

継続
審査

全員
賛成

平成25年度太良町水道事業会
計剰余金の処分及び決算の認
定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第61号

継続
審査

全員
賛成

平成25年度町立太良病院事業
会計剰余金の処分及び決算の
認定について

決算審査特別委員会に閉会中の継続審査を付託す
ることに決定第62号

同意 全員
賛成

人権擁護委員の推薦につき議会
の意見を求めることについて

中島康子さんを人権擁護委員として法務大臣に推
薦することを同意

諮 問
第3号

可決 全員
賛成

軽度外傷性脳損傷に関わる周
知及び労災認定基準の改正な
どを求める意見書の提出

１.業務上の災害または通勤災害により軽度外傷性脳
　損傷となり働けない場合、労災の障害（補償）年金
　が受給できるよう、労災認定基準を改正すること。
２.労災認定基準の改正に当たっては、他覚的・体系
　的な神経学的検査法など、画像に代わる外傷性脳
　損傷の判定方法を導入すること。
３.軽度外傷性脳損傷について、国民をはじめ教育機
　関への啓発・周知を図ること。
以上3項目を国の関係機関へ太良町議会として意見
書を提出

意見書
第５号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町水道事業会
計補正予算（第2号）について

配水管仮設工事に伴う101万5千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　8,311万5千円第69号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町簡易水道特別
会計補正予算（第2号）について

前年度の剰余金確定に伴う110万4千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　1億110万4千円第68号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町国民健康保険特
別会計補正予算(第1号）について

一般会計への繰出金等に伴う7,502万1千円の増額補正
歳入歳出総額　　  　　　　　　　18億602万1千円第66号

可決 全員
賛成

平26年度太良町漁業集落排水特
別会計補正予算(第2号）について

一般会計への繰出金に伴う699万6千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　6,999万6千円第67号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町後期高齢者医療
特別会計補正予算(第1号）について

一般会計への繰出金に伴う410万2千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　１億2,910万2千円第65号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町山林特別会
計補正予算(第2号）について

前年度剰余金の基金積立等に伴う665万5千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　　　7,877万7千円第64号

可決 全員
賛成

平成26年度太良町一般会計補
正予算（第3号）について

消防施設整備事業補助金等　1,813万7千円の増額補正
歳入歳出総額　　　　　　　　　50億1,883万1千円第63号

可決 賛成
多数

農業・農業協同組合改革に関す
る意見書の提出

政府が農林水産業・地域の活力創造プランで農協改
革を行うように決定しているが、改革については農
家、組合員、組織の総意に基づく自己改革を尊重す
るよう国の関係機関へ太良町議会として意見書を
提出

意見書
第４号

採択 賛成
多数農業・農協改革に関する請願書

政府が農林水産業・地域の活力創造プランで農協改
革を行うように決定しているが、改革については農
家、組合員、組織の総意に基づく自己改革を尊重す
るよう国の関係機関へ意見書の提出をお願いする
請願

請 願
第2号

結　　果件　　名議案番号 内　　　容

可決 全員
賛成

森林整備加速化・林業再生基金
事業の継続を求める意見書の
提出

森林・林業の活性化に必要な安定的な財源を確保す
るため、今後の予算編成に当たっては、複数年にわ
たる「森林整備加速化・林業再生基金事業」の継続、
拡充及び「地球温暖化対策のための税」の使途に森
林吸収源対策を追加するよう国の関係機関へ太良
町議会として意見書を提出

意見書
第６号

可決 全員
賛成

地方財政の充実・強化を求める
意見書の提出

地方財政の充実強化を求めるため
１．地方財政計画、地方税のあり方、地方交付税総額
　の決定に当たっては、国の政策方針に基づき一方
　的に決するのではなく、国と地方の協議の場で十
　分な協議のもとに決定すること。
２．社会保障分野の人材確保と処遇改善、農林水産
　業の再興、環境対策などの財政需要を的確に把握
　し、増大する地域の財政需要に見合う地方財政計
　画、地方交付税及び一般財源総額の拡大をはかる
　こと。
３．復興交付金については、国の関与の縮小をはか
　り、採択要件を緩和し、被災自治体がより復興事
　業により柔軟に活用できるよう早急に改善する
　こと。また、被災地の復興状況を踏まえ、集中復興
　期間が終了する２０１６年度以降においても、復
　興交付金、震災復興特別交付税を継続して確保す
　ること。
４．法人実効税率の見直しについては、課税ベース
　の拡大などを通じ、地方税財源の確保をはかった
　上で、地方財政に影響を与えることのないように
　すること。また、法人事業税については、安定的な
　税収確保や地域偏在性の縮小を目指す観点から、
　現行の外形標準課税の充実をはかること。
５．償却資産にかかる固定資産税やゴルフ場利用税
　については、市町村の財政運営に不可欠な税であ
　るため、現行制度を堅持すること。
６．地方交付税の別枠加算・歳出特別枠については、
　地方自治体の重要な財源となっていることから
　現行水準を確保すること。
以上6項目を国の関係機関へ太良町議会として意見
書を提出

意見書
第７号

可決 全員
賛成

「手話言語法」制定を求める意
見書の提出

手話が音声言語と対等な言語であることを広く国
民に広め、きこえない子どもが手話を身につけ、手
話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語と
して普及、研究することのできる環境整備を目的と
した「手話言語法（仮称）」を制定することを求める
ことを国の関係機関へ太良町議会として意見書を
提出

意見書
第８号

可決 全員
賛成

ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の拡充を求める意
見書の提出

ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を
創設すること及び身体障害者福祉法上の肝機能障
害による身体障害者手帳の認定基準を緩和を求め
ることを国の関係機関へ太良町議会として意見書
を提出

意見書
第９号
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般
一

問
質

久
保 

繁
幸 

議
員

答
▼
ご
支
援
を
い
た
だ
く
な
ら
ば
三
期
目
へ
挑
戦
し
た
い

議
員

　町
長
任
期
ま
で
あ
と
五
ヶ
月

余
り
と
な
っ
た
が
、町
政
三
期
目
へ
の

挑
戦
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
一
次
産
業
と
一
体
化
し

た
商
工
観
光
業
の
振
興
、若
者
定
住

策
、農
林
漁
業
の
基
盤
整
備
、高
齢
者

福
祉
と
子
育
て
支
援
、教
育
施
設
の
整

備
な
ど
を
公
約
に
掲
げ
て
い
た
。一
定

の
成
果
は
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る

が
、一
次
産
業
の
低
迷
に
伴
う
後
継
者

不
足
、農
地
の
荒
廃
地
の
増
加
、少
子

化
に
伴
う
結
婚
支
援
、農
商
工
連
携
の

強
化
な
ど
、今
後
の
町
政
運
営
に
重
要

な
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
で
、ご
支

援
を
い
た
だ
く
な
ら
ば
三
期
目
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
今
後
、太
良
町
は
人
口
減
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、地
域
の
活
性
化
が

最
大
の
要
因
で
あ
り
、重
視
す
る
こ
と

が
町
政
運
営
の
一
番
の
カ
ギ
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。生
活
基
盤
を
築
く
た
め

の
施
策
を
ど
う
す
る
か
。そ
れ
に
よ
っ

て
若
者
が
定
住
し
、収
入
増
、子
育
て
、

人
口
増
も
考
え
ら
れ
る
が
、こ
れ
ら
の

件
に
つ
い
て
今
後
の
町
政
運
営
の
舵

取
り
を
ど
う
し
て
い
く
考
え
か
。

町
長
　
生
活
基
盤
固
め
は
、一
次
産
業

の
低
迷
か
ら
の
浮
上
、産
業
の
振
興
の

他
、現
在
営
業
し
て
い
る
、た
ら
ふ
く

館
や
し
お
ま
ね
き
の
各
施
設
を
核
と

し
て
、農
林
水
産
、商
工
業
の
連
携
を

図
り
、従
来
の
第
一
次
産
品
の
販
売
の

活
性
化
、商
品
開
発
に
よ
る
六
次
産
業

化
に
取
組
み
、宣
伝
並
び
に
販
路
拡
大

に
力
を
入
れ
、太
良
町
の
特
産
、特
品

を
創
作
し
、町
民
所
得
が
潤
う
政
策
を

や
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
人
口
増
を
は
か
る
た
め
、他
県

や
都
会
か
ら
の
移
住
者
増
の
対
策
は

何
か
考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長
　
現
在
田
舎
へ
の
移
住
思
考
が

多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、太
良
町

で
は
樹
園
地
等
々
が
荒
廃
地
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
の
で
、基
盤
整
備
を
し

て
農
地
の
貸
出
制
度
や
、空
き
家
を
整

備
し
て
貸
し
家
や
住
宅
売
買
を
行
な

う
な
ど
移
住
者
受
け
入
れ
方
策
を
考

え
た
い
。

議
員
　
今
後
の
高
齢
者
対
策
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
　
太
良
町
の
高
齢
者
人
口
比
は

佐
賀
県
内
で
一
、二
位
を
争
う
比
率
で

あ
り
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な

り
、ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

 

豪
雨
対
策
つ
い
て

議
員
　
全
国
的
に
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
多

発
し
、甚
大
な
被
害
を
出
し
て
い
る
昨

今
で
あ
り
ま
す
が
、近
県
や
県
内
全
域

に
大
雨
洪
水
警
報
が
出
て
い
る
中
、な

町
政
・
三
期
目
へ
の
挑
戦
・
進
退
を
問
う

ぜ
太
良
町
だ
け
注
意
報
な
の
か
。

町
長
　
大
雨
洪
水
警
報
の
発
令
は
、普

通
一
時
間
当
た
り
の
雨
量
が
60
ミ
リ

以
上
の
時
に
発
表
さ
れ
る
も
の
で
、太

良
町
の
場
合
は
３
時
間
当
た
り
の
雨

量
が
1
2
0
ミ
リ
以
上
の
場
合
で
発

表
す
る
よ
う
に
平
成
20
年
か
ら
変
更

に
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
な
ぜ
太
良
町
だ
け
３
時
間
雨

量
が
1
2
0
ミ
リ
を
超
え
た
場
合
と

な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
町
内
は
平
坦
部
が
乏
し

く
浸
水
被
害
が
少
な
い
地
理
的
特
性

が
あ
る
と
し
た
う
え
で
３
時
間
雨
量

と
気
象
庁
が
設
定
し
て
い
る
。

議
員
　
記
録
的
短
時
間
雨
量
が
多
発

し
て
い
る
中
、３
時
間
雨
量
で
の
発
表

で
良
い
の
か
。町
民
の
方
々
が
大
雨
の

時
の
避
難
準
備
の
た
め
に
も
、他
市
町

並
み
の
１
時
間
雨
量
発
表
に
変
更
要

望
を
さ
れ
る
予
定
は
な
い
の
か
。

町
長
　
内
容
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

消
防
団
の
幹
部
あ
る
い
は
行
政
等
々

で
協
議
を
重
ね
、気
象
庁
と
打
合
せ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
っ

て
い
る
。

議
員
　
近
年
は
記
録
的
な
大
雨
の
発

生
が
多
発
し
て
い
る
中
、絶
対
安
全
と

言
え
る
の
か
。災
害
が
起
き
て
か
ら
は

遅
い
の
で
早
め
の
基
準
の
変
更
を
希

望
す
る
。

▲進退表明をする岩島町長▲進退表明をする岩島町長▲豪雨災害の現場▲豪雨災害の現場
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に
な
っ
て
い
る
箇
所
ば
か
り
な
の
で

放
置
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。工
事
そ

の
も
の
が
難
し
か
っ
た
り
、人
的
不
足

で
原
材
料
支
給
で
も
対
応
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
の
で
、一
定
の
基
準
を
定

め
、町
で
補
修
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

町
長
　
里
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
地
元
の
行
政
区
に
要
望
書
を
出
し

て
も
ら
い
、原
材
料
の
支
給
で
対
応
し

て
い
る
。平
成
20
年
か
ら
は
重
機
の
借

上
げ
料
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
付
き
で
支

給
し
て
い
る
。い
ろ
い
ろ
な
現
場
が
あ

る
の
で
、今
後
前
向
き
で
検
討
課
題
と

し
て
い
き
た
い
。

般
一

問
質

田
川

　浩 

議
員

答
▼
教
育
環
境
整
備
検
討
委
員
会
で
協
議
を
し
、

状
況
を
見
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

議
員

　今
か
ら
12
年
後
の
生
徒
数
は
、

多
良
中
学
校
が
現
在
の
1
6
4
名
か

ら
97
名
、大
浦
中
学
校
が
1
3
4
名
か

ら
64
名
、多
良
小
学
校
が
2
7
7
名
か

ら
2
0
7
名
、大
浦
小
学
校
が
2
0
3

名
か
ら
1
4
4
名
に
な
る
と
予
測
さ

れ
る
。教
育
委
員
会
で
は
小
中
学
校
の

適
正
規
模
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
　
小
規
模
校
・
中
規
模
校
・
大

規
模
校
の
ど
れ
に
も
良
い
面
と
悪
い

面
が
あ
る
。理
想
的
に
は
中
学
校
は
４

ク
ラ
ス
、小
学
校
は
３
ク
ラ
ス
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、地
域
の
実
情
も
あ
り

悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。

議
員
　
こ
れ
ま
で
、学
校
の
統
廃
合
問

題
に
つ
い
て
協
議
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
か
。

教
育
長
　
太
良
町
教
育
環
境
整
備
検

討
委
員
会
に
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
回
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

学
校
教
育
課
長
　
昨
年
が
２
回
、一
昨

年
が
１
回
で
あ
る
。

議
員
　
そ
の
検
討
委
員
会
で
話
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、最
終
的
に
は
教

育
委
員
会
で
判
断
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
検
討
委
員
会
で
一

定
の
方
向
性
を
出
し
て
も
ら
い
、教
育

委
員
会
で
協
議
を
重
ね
、町
長
に
報
告

ま
た
答
申
と
い
う
流
れ
に
な
る
と
思

う
。

議
員
　
生
徒
数
減
少
で
ク
ラ
ブ
活
動

に
変
化
は
あ
っ
た
か
。

学
校
教
育
課
長
　
過
去
に
大
浦
中
学

校
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
、嬉
野

中
学
校
や
鹿
島
東
部
中
学
校
と
合
同

で
中
体
連
に
出
場
し
た
こ
と
が
あ
る
。

議
員
　
ど
ん
な
競
技
で
も
合
同
で
中

体
連
に
出
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、野

球
、サ
ッ
カ
ー
な
ど
団
体
競
技
の
み
合

併
が
で
き
る
。柔
道
、剣
道
、テ
ニ
ス
な

ど
個
人
戦
が
あ
る
競
技
は
個
人
戦
の

み
出
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

議
員
　
学
校
の
統
廃
合
問
題
に
つ
い

て
は
何
回
も
視
察
研
修
を
行
っ
た
が
、

統
合
方
式
、学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
意

見
な
ど
を
ま
と
め
て
総
意
を
得
る
に

は
約
10
年
ほ
ど
か
か
る
そ
う
だ
。統
合

す
る
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、こ
の
問

題
を
本
格
的
に
協
議
す
る
に
は
取
り

か
か
り
を
早
く
し
た
方
が
い
い
と
思

う
。年
に
1
、2
回
で
は
前
に
進
ま
な

い
だ
ろ
う
。特
別
に
こ
の
問
題
に
絞
っ

て
調
査
研
究
な
り
協
議
会
な
ど
を
つ

く
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
は
な
い
か
。

教
育
長
　
太
良
町
教
育
環
境
整
備
検

討
委
員
会
で
協
議
を
し
、状
況
を
見
な

が
ら
判
断
し
た
い
。そ
れ
と
同
時
に
、

今
後
の
国
・
県
の
指
導
な
ど
を
注
視
し

な
が
ら
子
ど
も
や
地
域
に
と
っ
て
何

が
学
校
の
在
り
方
と
し
て
望
ま
し
い

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
町
内
に
あ
る
公
の
道
路
で
行

政
区
内
の
道
路
、い
わ
ゆ
る
里
道
が
老

朽
化
し
、そ
の
補
修
の
た
め
に
行
政
区

が
費
用
を
一
部
負
担
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。近
年
、そ
の
老
朽
化
の
箇
所
が

多
く
な
り
、負
担
金
が
行
政
区
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。里

道
と
は
い
え
、生
活
に
欠
か
せ
な
い
物

小
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
を
本
格
的
に
議
論

し
始
め
る
時
期
で
は
な
い
か

▲生徒数の減少がすすむ町内の学校▲生徒数の減少がすすむ町内の学校

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

里
道
の
修
復
に
つ
い
て
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般
一

問
質

牟
田 

則
雄 

議
員

答
▼
最
大
の
原
因
は
少
子
化
で
あ
る

議
員
　
太
良
町
の
人
口
減
少
に
つ
い

て
先
日
佐
賀
新
聞
に
出
て
い
た
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、2
0
4
0
年
で
5
2
8
4

人
に
な
る
と
推
計
が
出
て
い
た
が
、そ

こ
ま
で
減
っ
て
い
く
原
因
は
何
か
。

町
長
　
人
口
の
増
減
数
を
あ
ら
わ
す

言
葉
に
人
口
動
態
が
あ
り
、出
生
と
死

亡
の
差
で
あ
る
自
然
動
態
と
転
出
と

転
入
の
差
で
あ
る
社
会
動
態
に
区
分

さ
れ
る
。こ
こ
数
年
の
太
良
町
の
人
口

減
の
特
徴
的
な
要
因
は
少
子
化
で
あ

る
と
考
え
る
。

議
員
　
人
口
減
少
に
伴
う
太
良
町
の

将
来
展
望
へ
の
影
響
は
、ど
の
よ
う
な

事
が
考
え
ら
れ
る
か
。メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

企
画
商
工
課
長
　
メ
リ
ッ
ト
は
太
良

町
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、地
球

規
模
で
い
く
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出

削
減
、温
暖
化
の
防
止
に
つ
な
が
る

他
、食
糧
難
の
回
避
あ
る
い
は
一
人
当

た
り
の
住
居
面
積
の
拡
大
等
が
考
え

ら
れ
る
。デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、労

働
力
が
不
足
し
て
経
済
活
動
が
縮
小

す
る
、あ
る
い
は
高
齢
者
医
療
福
祉
を

支
え
る
若
年
層
の
減
少
に
よ
り
現
役

世
代
の
負
担
が
増
え
る
、そ
れ
に
伴
っ

て
社
会
保
障
制
度
の
維
持
が
困
難
に

な
る
、あ
る
い
は
地
方
の
税
収
が
減
少

す
る
等
で
あ
る
。

町
長
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ

は
増
大
・
多
様
化
の
傾
向
に
あ
る
。少

子
高
齢
化
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
人

が
増
え
る
一
方
で
サ
ー
ビ
ス
を
賄
う

側
の
人
は
減
少
し
て
お
り
、行
政
主
導

の
福
祉
か
ら
地
域
住
民
全
て
で
支
え

る
福
祉
へ
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
概
念

を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、施
策
の

展
開
に
お
い
て
は
自
助
、共
助
、公
助

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
行
政
を

行
っ
て
い
く
べ
き
時
代
が
到
来
す
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
人
口
減
少
に
対
す
る
対
策
と

し
て
一
次
産
業
を
核
と
し
た
雇
用
創

出
を
図
れ
な
い
か
。

町
長
　
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳

し
く
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
の
減
少
、産
地
間
の
競
争
の
激
化
や

輸
入
野
菜
の
増
加
等
、さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。太
良
町
は
、生

産
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
独
自
の
販

売
戦
略
、販
売
を
支
え
る
品
種
の
維
持

向
上
、担
い
手
確
保
、企
業
参
入
の
対

等
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。具
体
的
に

は※

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
等
を
活

用
し
た
担
い
手
の
育
成
・
確
保
や
農
林

水
産
物
の
加
工
体
制
の
充
実
を
促
し
、

加
工
特
産
品
の
開
発
を
推
進
し
、販
売

流
通
に
つ
い
て
は
農
林
水
産
物
の
直

売
体
制
の
充
実
や
地
産
地
消
の
促
進
、

農
山
漁
村
体
験
等
の
取
り
組
み
を
促

進
し
、元
気
で
活
力
あ
る
一
次
産
業
へ

成
長
し
て
い
け
ば
地
域
の
雇
用
創
出

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

太
良
町
の
人
口
減
少
の
原
因
は

▲しおまねき（6次産業化施設）▲しおまねき（6次産業化施設）

県内20市町の若年女性の減少率

太 良 町
基 山 町
玄 海 町
大 町 町
み や き 町
多 久 市
嬉 野 市
白 石 町
鹿 島 市
有 田 町
神 埼 市
唐 津 市
武 雄 市
佐 賀 市
伊 万 里 市
小 城 市
江 北 町
上 峰 町
吉 野 ヶ 里 町
鳥 栖 市

64.8
62.1
59.1
57.1
55.2
55.1
53.3
50.6
47.5
44.7
44.6
43.3
42.6
41.0
40.1
38.7
35.1
27.9
24.9
2.4

290
804
233
278
1222
966
1357
1205
1714
1134
2068
7708
3081
16875
3541
3233
720
870
1596
9180

5284
12317
3969
4234
17303
13287
19475
16369
20469
14427
25216
88947
38635
184817
43192
35258
7966
8316
15391
77944

2010年
比（％） 20～39歳

女性人口（人）
総人口
（人）

2040年 農業経営者となることに強い意欲があり、若い（45歳未
満）担い手に対し、年間150万円の補助金を交付する事
業で、最長5年間交付される。
また、交付に際しては様々な交付要件がある。

※新規就農総合支援事業
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般
一

問
質

坂
口 

久
信  

議
員

答
▼
県
の
土
木
事
務
所
に
確
認
し
て
い
る

議
員
　
国
道
２
０
７
号
線
糸
岐
地
区

の
一
部
に
お
い
て
歩
道
が
な
い
区
間

が
あ
り
、車
の
往
来
も
多
く
危
険
で
あ

る
。長
年
こ
の
問
題
は
、町
、議
会
が
県

へ
陳
情
し
た
経
緯
も
あ
り
、特
に
今
回

は
地
元
県
議
含
め
、県
に
働
き
か
け
た

結
果
、県
も
前
向
き
に
考
え
て
い
る
よ

う
だ
が
。

町
長
　
現
在
の
状
況
と
し
て
は
、新
た

に
用
地
を
確
保
し
歩
道
の
拡
張
計
画
、

い
わ
ゆ
る
規
格
で
は
二
メ
ー
ト
ル
か

ら
二
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
幅
員
で

の
計
画
は
な
い
状
況
で
す
が
、県
の
計

画
と
し
て
一
部
国
道
の
の
り
面
に
一

メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
の
用
地
が
あ
る
。そ
れ
を
利
用
で
き

な
い
か
、今
、県
の
土
木
事
務
所
で
調

査
、測
量
、設
計
等
を
二
十
六
年
度
で

計
画
を
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
県
の
土
木
事
務
所
も
今
回
は

前
向
き
で
、こ
の
機
を
逃
さ
な
い
よ

う
、特
に
地
権
者
と
の
交
渉
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
く
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
た

い
。

町
長
　
用
地
の
境
界
等
々
に
つ
い
て

は
、地
元
区
長
、評
議
員
さ
ん
の
協
力

を
あ
お
ぎ
来
年
度
に
は
歩
道
が
出
来

る
よ
う
や
っ
て
行
き
た
い
。

議
員
　
バ
ン
ガ
ロ
ー
が
老
朽
化
し
て

い
る
が
今
後
改
築
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
、中
山
キ
ャ
ン
プ
場
の
バ

ン
ガ
ロ
ー
は
七
棟
あ
る
。こ
の
内
、築

三
十
五
年
を
超
え
る
も
の
が
四
棟
で
、

平
成
四
年
と
平
成
十
三
年
に
内
装
外

壁
塗
装
の
改
修
工
事
を
し
た
が
、そ
れ

か
ら
十
二
年
経
過
し
て
る
の
で
、今
後

の
利
用
者
の
推
移
を
見
な
が
ら
年
次

計
画
を
立
て
改
築
等
の
検
討
を
行
っ

て
い
く
考
え
だ
。

議
員
　
駐
車
場
の
拡
張
に
つ
い
て
は

町
長
　
現
在
二
十
四
台
の
駐
車
が
可

能
で
、満
杯
に
な
る
こ
と
は
な
い
。拡

張
に
つ
い
て
は
今
後
の
利
用
者
の
推

移
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。ま
た
、赤

松
橋
か
ら
上
に
電
気
を
引
く
見
積
り

を
九
電
に
た
ず
ね
、女
性
ト
イ
レ
の
改

善
要
望
も
あ
っ
て
い
る
か
ら
緊
急
順

位
を
決
め
て
、計
画
を
し
て
い
き
た

い
。

議
員
　
中
山
キ
ャ
ン
プ
場
を
子
ど
も

た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
場
に
活
用

で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
今
日
の
教
育
は
非
常
に
難

し
い
時
代
で
あ
り
、い
ろ
ん
な
事
を
勘

案
し
な
が
ら
、太
良
町
の
自
然
を
し
っ

か
り
学
習
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
こ
と

で
、総
合
学
習
や
郷
土
の
学
習
を
さ
せ

て
い
き
た
い
。

議
員
　
町
内
の
小
・
中
学
校
の
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普
及
率
は
、

ま
た
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
被
害
が

町
内
四
校
に
は
及
ん
で
い
な
い
か
。

教
育
長
　
基
本
的
に
児
童
・
生
徒
の
学

校
へ
の
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
持

込
み
は
禁
止
し
て
い
る
。安
全
上
の
問
題
や

山
間
地
区
や
通
学
に
時
間
を
要
す
る
児
童
・

生
徒
へ
の
連
絡
等
に
お
い
て
ど
う
し
て
も

必
要
な
家
庭
は
保
護
者
が
学
校
長
の
許
可

を
得
て
、学
校
に
持
参
し
て
い
る
。四
校
と

も
二
学
期
に
調
査
を
行
う
。メ
ー
ル
等
の
被

害
に
つ
い
て
は
四
校
と
も
あ
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
被

害
対
策
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
今
年
度
多
良
中
学
校
は
七
月
に

全
校
生
徒
を
集
め
、N
T
T
ド
コ
モ
に
お
願

い
し
て
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
危

険
さ
を
説
明
し
て
も
ら
い
注
意
喚
起
し
て

い
る
。大
浦
中
学
校
に
つ
い
て
は
、佐
賀
県

警
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
担
当
者
に
講
師
依
頼

を
お
願
い
し
て
い
る
。ま
た
、今
後
は
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
便
利
で
あ
る

が
、危
険
で
あ
る
事
を
指
導
し
て
い
く
。

国
道
２
０
７
号
線
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て

▲国道 207 号線糸岐地区の現状▲国道 207 号線糸岐地区の現状▲現在の中山キャンプ場▲現在の中山キャンプ場

中
山
キ
ャ
ン
プ
場
の

　
　
　
　周
辺
整
備
に
つ
い
て

小
・
中
学
生
の
携
帯
電
話
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
に
つ
い
て
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　「海に守られた日本から海を守る日本へ」という
テーマで、東海大学海洋学部の山田吉彦氏の講演があ
りました。
　尖閣問題などを専門家の視点で話してもらいまし
たが、今や安全保障問題は漁業や環境問題と一体の問
題であるという言葉が印象に残りました。

町村議会議員研修会
（平成26年8月28日）
ホテルマリターレ創世にて

議案調査
＜平成26年9月11日＞

▲今夏の雨による被害状況を現地調査
　※町道端月線

▲針牟田地区農地基盤整備事業
　（現在工事中）

　佐賀県知事と各市町の議長が地域の課題について
意見交換し、太良町からは国道207号線の幅員拡大お
よび歩道の設置についての要望と、有明海沿岸道路の
早期指定についての要望を提出しました。県からは、
まず現地調査をしっかりやりたいとのことでした。

平成26年度
知事・市町議会議長懇話会

（平成26年8月20日）
ホテルマリターレ創世にて
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期日：平成26年9月16日
区長会との対話会議が
開催された

≪議題≫
・太良町の今後の活性化について
・少子化対策について

「人口減少時代の基礎自治体のあり方」というテーマ
で、元総務省事務次官の岡本保氏の講演がありまし
た。人口減少時代における地域づくりを、工場誘致か
らの脱却、サービス産業に絞った雇用創出、若者の定
住策や高齢者需要に応える住まいづくり、などの視点
で展開されました。

高齢者短大に講師として議長が招かれ、「議会のあり
方」というテーマで議会の仕組みや役割についてわか
りやすく説明しました。

期日：平成26年9月20日
たらふく館
リニューアルオープン
「落成式」

期日：平成26年10月7日
市町村行政講演会
佐賀市文化会館にて

期日：平成26年10月9日
高齢者短大講演
しおさい館にて

監
査
意
見

木
塚
　
賢
司
委
員

平
古
場
公
子
委
員

　
平
成
25
年
度
の

一
般
会
計
と
特
別

会
計
に
つ
い
て
、会

計
帳
票
と
証
拠
書

類
と
の
照
合
を
行

う
と
と
も
に
、関
係

職
員
か
ら
の
事
情

聴
取
に
よ
る
審
査
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
及
び
５
特
別
会
計
の
歳
入
総
額

7
8
億
４
千
2
0
3
万
７
千
円
、歳
出
総
額
7
4

億
２
千
1
1
0
万
７
千
円
と
な
り
、４
億
２
千

9
3
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、概
ね
健
全
な

財
政
運
営
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、総
収
益
５
千

4
0
5
万
４
千
円
、総
費
用
４
千
5
5
3
万
９

千
円
と
な
り
、8
5
1
万
５
千
円
の
黒
字
計
上

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、病
院
事
業
会
計

に
つ
い
て
も
総
収
益
９
億
９
千
7
8
2
万
７

千
円
、総
費
用
９
億
４
千
8
0
8
万
９
千
円
と

な
り
、４
千
9
7
3
万
７
千
円
の
黒
字
計
上
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
太
良
町
財
政
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
審
査
に
つ
き
ま
し

て
は
、い
ず
れ
も
適
正
基
準
指
標
と
な
っ
て
お

り
、健
全
な
運
営
を
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
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所
賀

　
　廣 

田
川

　
　浩

牟
田

　則
雄

江
口

　孝
二

平
古
場
公
子

委  

員  

長

副
委
員
長

委

　
　員 編

集
室
よ
り

編
集
委
員
会

　
今
年
の
夏
は
雨
が
多
く
、全

国
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
、町
内
に
お
い
て
も
23
箇
所

の
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。甚

大
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の

の
、町
民
の
方
々
に
は
不
安
な

思
い
を
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。日
頃
か

ら
の
備
え
が
、い
ざ
と
い
う
時

に
安
心
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。

　
議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
町
民

の
ご
意
見
・
提
言
な
ど
頂
け
れ

ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

傍
聴
風
景
及
び
コ
メ
ン
ト

　
９
月
９
日
の
一
般
質

問
を
老
連
役
員
で
傍
聴

し
ま
し
た
。真
剣
で
理

性
あ
る
議
長
の
立
ち
振

る
舞
い
、そ
れ
に
劣
ら

ぬ
議
員
や
町
長
ら
の
質

疑
応
答
、私
た
ち
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
真
剣
に
話
し
合
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

議
会
の
主
な
活
動
７
月
〜
９
月

7月
12314151616182022242629

8月

8月

202021212628282922559111113141617202424

9月

街角クイズ!!

※締め切り／ 11月末日　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）をもっ

て代えさせていただきます。
　前回は多数のご応募ありがとうございま

した。

〒849-1698
藤津郡太良町大字多良1-6
太良町議会事務局「街角クイズ係」宛

解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名
電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が
当たる！
Q） 町内のどの地区でしょうか？
A） ○○地区

22
〜
29

・ 
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

・ 
議
会
広
報
編
集
委
員
会

・ 

太
良
町
竹
崎
か
に
旅
館
組
合
通
常
総
会
　

・ 

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求

   

佐
賀
県
実
行
委
員
会
要
望
活
動

・ 

太
良
人
工
海
浜
公
園
白
浜
海
水
浴
場
海
開
き
式

・ 

太
良
町
中
山
キ
ャ
ン
プ
場
山
開
き
式

・ 

第
26
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

・ 

山
林
運
営
委
員
会

・ 

太
良
町
特
産
品
振
興
施
設
新
築
工
事
落
成
式

・ 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
会
計
監
査
　

・ 

国
道
2
0
7
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
・

   

有
明
海
沿
岸
道
路
西
部
地
区
建
設
促
進
期
成
会
総
会

・ 

第
23
回
太
良
町
納
涼
夏
ま
つ
り

・ 

多
良
岳
2
0
0
年
の
森
つ
く
り
監
事
会

34448111212121619
・ 

第
24
回
全
国
消
防
操
法
大
会
結
団
式

・ 

佐
賀
県
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
会
長
連
絡
会
議
　

・ 

市
町
長
、国
保
運
営
協
議
会
会
長
・

   

委
員
、国
保
主
管
課
長
合
同
セ
ミ
ナ
ー

・ 

佐
賀
県
西
部
広
域
環
境
組
合
議
会
臨
時
会

・ 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
引
渡
式

・ 

多
良
岳
地
区
広
域
農
道
推
進
協
議
会
通
常
総
会

・ 

議
会
運
営
委
員
会

・ 

全
員
協
議
会

・ 

臨
時
議
会

・ 

太
良
町
消
防
団
夏
季
点
検

・ 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

   

８
月
定
例
会
事
前
勉
強
会

・ 

議
会
運
営
委
員
会

・ 

太
良
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
に
伴
う

   

建
設
検
討
委
員
会

・ 
９
月
定
例
会
招
集

・ 
全
員
協
議
会

・ 

９
月
定
例
会
一
般
質
問

・ 

第
28
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

・ 

議
案
調
査

・ 

９
月
定
例
会
議
案
審
議

・ 

大
浦
中
学
校
体
育
大
会

・ 

区
長
会
と
議
会
と
の
対
話
会
議

・ 

通
学
路
等
の
安
全
確
保
に
伴
う
巡
視
活
動

・ 

太
良
町
特
産
品
等
展
示
販
売
飲
食
施
設

   

た
ら
ふ
く
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
典

・ 

秋
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導
　

・ 

議
会
広
報
編
集
委
員
会

・ 

太
良
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
に
伴
う

   

建
設
検
討
委
員
会

老
連
会
長
　
池
田
直
彦

・ 

第
27
回
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

・ 

知
事
・
市
町
議
会
議
長
懇
話
会

・ 

山
林
運
営
委
員
会

・ 

多
良
岳
2
0
0
年
の
森
つ
く
り
委
員
会

・ 

杵
藤
地
区
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
８
月
定
例
会

・ 

佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会

・ 

町
村
議
会
議
員
研
修
会

・ 

鹿
島
藤
津
地
区
衛
生
施
設
組
合
議
会
８
月
定
例
会


